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　237－5811　　237－5819私たちの暮らしの中の水道 vol.６
　身近にある水道について知っていただくために、水道事業の現状・課題・経営状況をシリーズ
でお伝えしています。今回は、平成30年度決算状況を見ていきます。
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53億円 16億円 15億円 52億円

上のグラフからたくさんのお金が使われてい
ることが分かるね！でも、経営が厳しくなると以前
から聞いているけど、収益的収支(グラフ左)では利
益が出ているよ。

平成30年度は、１億円の利益が出ているけ
ど、過去にもらった補助金などを毎年少しずつ収益
化している、実際の現金収入でない長期前受金戻入
の８億円が含まれているから、利益が出ている訳
ではないんだよ。

資本的収支(グラフ右)では16億円も不足し
ているけど、何から支払われているの？

平成30年度決算を見てみよう！

資本的収入　　11億1,847万3,401円
資本的支出　　27億5,396万8,729円
収支差引　　△16億3,549万5,328円

収益的収支 資本的収支
出資金
3,850万円

投資
１億5,761円

人件費
６億1,308万3,667円

給水人口　27万6,961人
給水戸数　13万4,754戸
年間総配水量    4,035万4,893㎥
１日平均配水量　11万561㎥
１日最大配水量　12万2,072㎥

（平成31年３月31日時点）

給水収益
56億5,288万1,741円

受水費
23億281万9,825円

減価償却費
19億2,606万6,272円

不足額
16億3,549万5,328円
(損益勘定留保資金で補てんしました)

建設改良費
15億1,376万9,339円

企業債の元金償還金
11億4,019万3,629円

補助金
３億5,161万5,000円

企業債（借入金）
７億2,590万円

水道事業の運営費用は、
皆さんからの
水道料金で賄っています！－ ＋ ＝

平成30年度
に減った貯金
１億円

企業債の支払利息
２億9,316万4,879円

純利益
１億496万1,354円

長期前受金戻入
７億9,716万7,126円

その他収益
８億9,219万3,617円

維持管理費等
21億214万6,487円

他事業からの
負担金など
245万8,401円

将来、施設を新しくするために備えた貯金が
53億円あって、そこから支払ったんだよ。でも、今年
は収益的収支の減価償却費や長期前受金戻入など
の会計上の処理を行って、15億円は戻すことができ
たんだよ。下の計算式を見てみて！

平成30年度は貯金が１億円減ったんだね。

そうだね。丈夫な水道を保ち続けるために、
水道管や浄水場などの更新や耐震化は、今まで以上
に力を入れていくことが重要だけど、その分貯金は
減っていくことになるんだ。

・収益的収支（グラフ左）
　その年度の水道水の提供に必要な費用と、収入（主に水道料金）
・資本的収支（グラフ右）
　水道を将来にわたって維持するために必要な施設の整備や拡充など
　に係る費用と、それを行うための財源となる収入（補助金や借入金）

収益的収入　　73億4,224万2,484円
収益的支出　　72億3,728万1,130円
純利益　　　　 1億 496万1,354円

※税抜き ※税抜き、△はマイナスを表す


